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アンケートに込める想い ～先生方へ～



沖縄市は、平成20年に「こどものまち宣言」を行いました。
これまで、こどもの国を拠点に推進事業を展開してまいりましたが、今年度は、「こどもの実態調査」を進めており、本アンケートはその一環になります。

本アンケートの質問項目や選択肢の言葉づかいについては、可能な限り、こどものまちの主人公である「こどもの声を聞きたい」という想いから、こどもが普段の日常生活で使っているような表現を使わせていただきました。こどもの気持ちに寄り添い、できる限りこどもが自然に答えやすく、という本調査の趣旨をご理解して頂けましたら、大変有難いです。
質問の意図や表現については、一問ずつ解説をつけておりますので、ご確認の程よろしくお願い致します。

なお、本調査の結果につきましては、来年の春ごろを目途に、パンフレットという形でとりまとめ、市内の全小・中学校のこどもたちに報告する予定です。

今後、こどものまちを宣言した沖縄市として、本調査の結果を真摯に受けとめ、こどもの声を大切にしたまちづくりを推進し、本市のこども施策の充実・発展に繋げていきたいと決意を新たにしております。

最後に、学校現場におきましては日々非常に多忙なところ、大変恐縮ではございますが、沖縄市としての取組みにつきまして、ご理解ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

2011年12月　　　　　　　  　　
沖縄市　健康福祉総務課　計画担当
０９８－９３９－１２１２（内線３１８３）


質問その１同居している方の構成と合計人数を把握する質問です。
１と２は、基本的な属性についての質問です。調査結果の分析の際に、重要となります。

学校と学年、性別を教えてください。


　　　　　　　　　中学校　　　　　年生　　　　　１．男子　　　２．女子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
質問その２
誰と一緒に住んでいますか？
１．お母さん　　　２．お父さん　　３．弟　　　        ４．妹
５．お兄さん　　　６．お姉さん　  ７．おばあちゃん　　８．おじいちゃん　　　
９．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○みんなで　　　　　　人
（自分もあわせて）
生活の基本となる食生活を通してこどもの置かれている家庭の状況を把握したいという趣旨です。


質問その３
夕ごはんは、誰と食べることが多いですか？
１．お母さん　　　２．お父さん　　３．弟　　　        ４．妹
５．お兄さん　　　６．お姉さん　  ７．おばあちゃん　　８．おじいちゃん　　　
９．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　


質問その４
朝ごはんは、食べていますか？
１．だいたい食べている　　　　　　　２．ときどき食べないこともある
３．時間がないから、食べてない　　　４．食べたくないから、食べてない　
５．朝ごはんは準備されてない　　　　６．よくわからない
７．その他　
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６は、厳しい家庭環境にあるこどもが答えづらい場合を想定して設けた選択肢です。

質問その５
学校が終わったら、何をしていることが多いですか？（いくつでも）
１．友だちと遊ぶ　　２．ひとりで遊ぶ　　３．部活　　４．塾や習いごと　
５．家で勉強　　　　６．家でテレビとかゲーム　　７．学童に行っている
８．その他
こどもの居場所についての質問で、放課後の様子や友人関係、時間の過ごし方も含めて、多面的に把握したいという意図で、選択肢を設けています。
「児童館」など選択肢にない場合は、その他に〇をして、できる限り記入を促して下さい。





質問その６
ほっとできて、安心していられるところがありますか？
１．ある　　　　２．ない　　　　３．よくわからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ある、と答えたみんなに聞きますこどもの居場所への問いを通して、心の拠り所や他者との関係性、家庭状況などにも理解を深めたいという趣旨です。できる限り場所や誰と
など、自由記入を促して下さい。

そこは、どこですか？　





質問その７
何でもいいから、これが得意だなって、思えることがありますか？
１．ある　　　　２．ない　　　　３．よくわからない
こどもの自己肯定感に関連する質問です。
できる限り何でも構いませんので、記入を促して下さい。
（例）勉強、スポーツ、遊び、おしゃれなど

ある、と答えたみんなに聞きます
　 それは、何ですか？　
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質問その８3

自分のことを、大切に思ってくれる人がいますか？
１．いる　　　　２．いない　　　　３．よくわからない

いる、と答えたみんなに聞きます生きる力や自己肯定感の基礎となる、「他者に自分が受容され認められ愛されている」という実感の有無や内容について、問いかけています。

その人は、誰ですか？　





質問その９
好きなおとなが、まわりにいますか？
１．いる　　　　２．いない　　　　３．よくわからない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いる、と答えたみんなに聞きます周りのおとなとの関係性、尊敬できるおとな、憧れ（モデル）となるおとなの存在について把握するための質問です。

その人は、誰ですか？




質問その１０
これはおとなに伝えたい！！って、思うこと、何でも書いてください。

おとな（社会）へのメッセージとして、肯定的な意見や否定的な意見など、両方について書きやすいように「言いたい」ではなく、あえて「伝えたい」という表現を使用しています。
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質問その１１
沖縄市（おうちの近く）は住んでいて、いいところだと思いますか？
１．いいと思う　　　２．よくないと思う　　　３．よくわからない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 いいと思う、と答えたみんなに聞きます沖縄市（隣り近所、住んでいる地域）に対する、こどもの実感を聞くための質問です。
こどもの声を今後のこどものまちづくりにも反映させていければ、と思っています。
よくわからないと答える子には、理由の記入は必要ありません。

それは、なぜですか？




よくないと思う、と答えたみんなに聞きます
それは、なぜですか？





質問その１２
どんな沖縄市になったらいいなぁ、って思いますか？


質問その１１こどものまち宣言（平成20年）をした沖縄市が今後、めざすべきまちづくりの方向性について、こどもの声をしっかり受けとめたいという趣旨
で質問しています。

誰か他の人に何かしてあげたいことはありますか？
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質問その１３
学校で好きなことしていいよ、って言われたら、何をしたいですか？
やはり、学校はこどもの生活において大きな割合を占めています。その学校という場について、ポジティブに自由に、こどもが意見を書くことができるように、質問を分かりやすい表現にしました。










質問その１４
休みの日に、やりたいことができるとしたら、何をしたいですか？

休日に絞って問いかけることで、こどもが本当にやりたいこと、こどもの素直な願いを引き出すことができれば、という趣旨でつくった質問です。








質問その１５
誰かに、何かをしてあげたいと思ったこと、ありますか？
１．ある　　　　２．ない　　　　３．よくわからない
こどもが主体的に他者のために何かをしたい、役立ちたいと感じているか、を聞くための質問です。東日本大震災など、今の社会状況や自然環境に対する関心度に繋がる質問でもあります。

ある、と答えたみんなに聞きます
それは、どんなことですか？
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質問に答えてくれて、ありがとうございました！
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